
 

GREEN×EXPO 2027（２０２７年国際園芸博覧会）の 

成功に向けた取組の推進について 

 

世界中で温暖化の進行や生物多様性の喪失といった地球規模の環境問題が生じて

おり、食糧問題の深刻化など様々な課題に直面している中、2027年、横浜では「GREEN

×EXPO 2027（２０２７年国際園芸博覧会）」が開催される。 

 

「幸せを創る明日の風景～Scenery of the Future for Happiness～」をテーマに、

花や緑との関わりを通じて、自然と共生した持続可能で幸福感が深まる社会の創造を

提案するとともに、明日に向けた友好と平和のメッセージを発信していく、まさに一

大国家プロジェクトとして開催される万博である。 

 

 GREEN×EXPOでは全都道府県が出展を予定しており、各地の自然や花、歴史・文化、

食といった地域の魅力を発信し、地方創生を加速させるとともに、各地が強みを持つ

「知」と「技術」を結集し、SDGsの達成やグリーン社会に向けた日本モデルの実現・

主流化につなげていく絶好の機会である。特に、子どもたちにとっては、最新の環境

技術など多様な取組に触れることで、環境問題等を自分事として捉え、考えるきっか

けとすることも期待できる。 

 

 こうした中、今後、公共機関等へのポスター掲示やデジタルサイネージ・広報誌の

活用などを含む広報活動を強力に進めるとともに、神奈川県などが実施している、子

どもの無料招待や教育旅行の取組等も参考にしつつ、各地の緑化・園芸関係イベント

と相互に連携しながら、日本全体で GREEN×EXPOの認知度向上及び来場促進を図って

いく必要がある。 

 

 大盛況のうちに幕を閉じた大阪・関西万博に続き、この GREEN×EXPO においても、

オールジャパン体制で機運醸成を図るとともに、一過性のイベントに終わらせること

なく、有形・無形のレガシーを創出し、次の時代に確実に引き継いでいくことが重要

である。 

 

 これらを着実に実現していくためには、都道府県が一致団結して、オールジャパン

体制の中核としての役割を果たしていく必要があり、全国知事会は、国民各位、関係

者の皆様の御協力を得ながら、政府や国際園芸博覧会協会と緊密に連携し、

GREEN×EXPO の成功に向けた取組を強力に推し進めていくことを決議するものである。 

 

令和８年７月 17日 

全国知事会 
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